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	スマートグラスを通じた視界共有機能と、音声通話、XR（クロスリアリティ）技術を活用したデジタル遮蔽機能を用いて、機器の保守・メンテナンス及び修理対応時にお客様の工場とサポート拠点を接続し、遠隔での支援を実現します。
	お客様のご要望や課題解決に繋がる機能追加をSPTとSCSKで継続的に行い、同様の課題に直面している機器・装置メーカー、機器・装置を使用する企業に対して、提供サービスの充実を図ってまいります。
	デジタル遮蔽機能について

